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豊
頃
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
や
運
動
習
慣
は
？

町
内
の
小
学
５
年
生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
令
和
５
年
度
全
国
体
力
等
調
査
の
分
析
結
果
が
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、こ
の
分
析
結
果
を
生
か
し
た
体
育
科
授
業
の
工
夫
改
善
、体
力
づ
く
り
活
動
の
計
画
的
実
施
な
ど
、

既
に
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
関
わ
り
、
本
町
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
・

協
力
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○調査実施期間　　令和 5年 5月～ 7月
○調査の対象学年及び実技内容
　●小学校第５学年／握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・２０mシャトルラン・５０m走
　　　　　　　　　 ・立ち幅とび・ソフトボール投げ
　●中学校第２学年／握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・持久走・５０m走
　　　　　　　　　・立ち幅とび・ハンドボール投げ
○運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査

● 豊頃町の子どもたちの体力等の傾向

【小学生】体力合計点は、女子が全国平均を上回りました。
《実　技》／全8種目中男子は、ソフトボール投げ、女子

は、上体起こし・反復横跳び・20mシャトルラ
ン・立ち幅跳び・ソフトボール投げの5種目が
全国・全道平均を上回りました。

《質問紙》／「運動やスポーツをすることが好き」「あなたにとって運
動やスポーツは大切なものですか」で肯定的な回答をし
た児童が全国平均より多く、運動に対する関心・意欲
が高いです。

　　　　　／ほぼ全員の児童が、中学校進学後、授業以外に自主的
に運動やスポーツをしたいと回答しています。

　　　　　／生活習慣では、1日の睡眠時間は長い傾向にあります。
また、学習時間以外で1日にテレビやDVD、ゲーム機、
スマートフォン、パソコン等を見ている時間は、男女とも
全国より長い傾向にあります。特に、3時間以上の割合
が男子で50％、女子で85％以上という全国平均より高い結果になりました。

【中学生】体力合計点は、男女とも全国平均を大きく上回りました。
《実　技》／全8種目中、女子の50m走以外の種目で、男女ともに全国平均を上回りまし

た。
《質問紙》／「運動やスポーツをすることが好き」「あなたにとって運

動は大切なもの」と回答した生徒が多く、運動に対す
る関心・意欲が小学校から引き続き高いことがわかり
ます。中学校卒業後も運動を続けたいと答えた割合も
全国を大きく上回っています。保健体育の授業でICT
を使って学習することで、「できたり、わかったり」するこ
とがあると答えた割合が60％と全国の約3倍以上の
結果となり、ICT機器を活用した学習が進んでいます。

　　　　　／生活習慣では、学習時間以外で1日にテレビやDVD、
ゲーム機、スマートフォン、パソコン等を見ている時間は
男女とも全国より長い傾向にあります。特に、3時間以
上の割合が男女で70％、女子で87％以上という全国
平均より高い結果になりました。
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【全体の傾向と課題】
○運動に対して肯定的にとらえ、運動する
習慣がある児童生徒が多いです。「運動
の大切さ」を理解しているので、段階的
に運動スキルを向上させるためにも、運
動を楽しむ意識を継続的に育てること
が大切です。

●生活習慣の中でテレビやDVD、ゲーム
機、スマートフォン、パソコン、タブレッ
トを利用している時間（「スクリーンタ
イム」とも言われます）が小中学生と
もに長いことが課題です。このスクリー
ンタイムの一部を運動や学習、読書等の
時間として活用できると、より健康的、
文化的な生活ができると思われます。

【今後の取組の方向性】
◎学校では、今ある優れた能力を一層高めつつバラン
スの良い体の動きを目指し、総合的な体力等向上に
資する授業研究や諸活動の充実に努めます。
◎家庭では、基本的生活習慣の基盤をなす「食習慣」
を今後も大切にするとともに、家庭生活におけるテ
レビ、スマホ、ゲーム等をするスクリーンタイムに
ルールを設けることが肝要です。家族全体で健康づ
くりに取り組むなど、日々の生活の中に運動を取り
入れていきましょう。
◎地域では、PTA、子ども会、スポーツ少年団活動や
町内会行事等において、子どもも大人も楽しめるゲー
ムや軽運動を取り入れるなど工夫し、スポーツに親
しむ環境づくりにご協力をお願いいたします。

● 調査結果から考えられること

令和 5年度
全国体力
･

運動能力等調査

スクリーンタイム 3時間以上（小 5）

スクリーンタイム 3時間以上（中 2）
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